


 

２月議会、 会派代表質問にて登壇しました！ 平成３０年度 一般会計等予算に対する鎌夢会の考えかた

２月議会は会派に所属している議員は会派を代表し次年度予算案に対する代表質問を
行います。今年は私が鎌倉夢プロジェクトの会を代表し、登壇して質問を行いました。
次年度予算案に対指定の相対的な質問であるため、一問一答の一般質問と異なり登壇
し、質問を読み上げ、その質問に対して理事者が一括して答弁するという独特な雰囲気
の中で行われます。

昨年１０月の選挙において松尾市長が３期目の舵取りを任されることとなりましたが、
テクノロジーの進化により社会の物事への考え方、捉え方、関わり方がめまぐるしく変
化を続け、自治体運営においても過渡期の中で迎える松尾市長の３期目、この４年間は
本市において非常に重要な４年間であると考える視点から選挙時に出されたマニフェ
ストを中心に、どのように実現していくのかを検証する質問を行いました。

証拠に基づいて合理的に政策を評価し立案をする、Evidence-Based Policy Making
（EBPM）や、内閣府が提唱する我が国が目指すべき未来社会の姿である「超スマート
社会Society 5.0」と関連性の高いテクノロジーを駆使した行財政改革、また仮想通貨
にも言及するなど未来志向の答弁が数多く確認できたことは非常に評価しています。
また、「子どもたちが健やかにそして健全に育つまち」という観点から、鎌倉版ネウボ
ラ（産後ケア事業）、発達に課題を抱える子供達を地域でケアするインクルーシブ社会
の実現などへも前向きな答弁が確認できました。

質問時間が約１時間に及び（質問原稿、というより考え方を交えた演説に近いと想像し
ていただけたら）こちらで全てはご報告できませんが、全文はブログに記載しています
のでどうぞご一読ください。

３月５～１３日まで開催された一般会計予算等審査特別委員会で日向議員が委員長を、
私永田が委員として会派を代表して出席しました。

などの意見を残しました。予算案に対する賛成討論もブログに全文記載していますので
ぜひご覧下さい。

 生ごみ減容化施設整備の関連予算を削除する修正案

今泉クリーンセンター内に生ごみ減容化施設（微生物の作用により生ごみの９０％を減
容化する）の建設に関する諸予算 69,466 千円を削除する修正案が提出され、賛成多
数で可決されました。私たち鎌夢会は予算委員会での質疑を通じ、周辺住民への丁寧な
説明、合意形成を図りつつ進めていくことが確認できたので修正案には反対しました。

✓

ICT を活用した業務内容の見直し

市役所業務がいかなるテクノロジーに代替されるのかについての総合的かつ網羅的な
調査である ICT活用業務に関する予算が計上されている点を評価する。

✓

EBPM の推進

職員の意識改革、オープンガバメントの観点からも推進を求める。

✓

本庁舎整備

新たな本庁舎の機能強化と共に、整備計画や跡地利用を含め、公的不動産の利活用に
ついては、今以上の市民参画の取り組みを求める。 

✓

発達支援の取り組み

需要拡大の傾向を受け充実を、また、庁内連携を強化することを求める。

✓

ICT(＊)を活用した防災の取り組み

今後はSNS含めたICTの活用が防災の観点でも必要。庁内横断的な取り組みを求める。

✓
  (＊) Information and Communication Technology の略語。
　　  「IT」に代わり、 「通信技術を使用したコミュニケーション」という意味で浸透しつつあります。


